
マテリアリティ

リコーリースグループは、経営理念を最上位概念として、サステナビリティに対する考え方のもと、マテリアリティへの取り組みを通じて、サステナビリティ経営を推進していきます。

サステナビリティ経営全体像

経営理念

サステナビリティに対する考え方

当社グループは、経営理念の実現に向け、誠実な企業活動を通じて社会との共通価値を創造し、
サステナブルな社会を目指すため、以下の取り組みを推進していきます。

サステナビリティへの取り組み

●  リコーリースグループのあらゆる事業活動
において、環境・社会・経済との調和を大
切にします。

●  地球環境にポジティブな影響を与える事業
活動を継続していきます。

●  経済成長と環境・社会の課題解決を両立さ
せ、「持続可能な開発目標（SDGs）」の実現
に貢献します。

●  ステークホルダーと積極的に対話し、 
社会の期待に応え続けます。

中長期ビジョン『循環創造企業へ』
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　2020年度に外部環境や事業環境の変化を踏まえ、マテリアリティを見直し、4つのマテリアリ
ティを特定しました。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
と
っ
て
の
重
要
度

極
め
て
高
い

リコーリースグループにとっての重要度

3

2

1

1 2 3 4 極めて高い

豊かな暮らし
をつくる

クリーンな地球環境
をつくる

持続可能な
経済の好循環
をつくる

ハピネスな会社、そして
社会をつくる

 社会課題マテリアリティマトリックス

事業環境や、SDGsをはじめとした外部環境の変化を分析し、当社グ
ループに関連する課題を整理課題の把握と整理01

整理した課題について、当社グループとステークホルダーに与える影
響などの重要性を評価・検証し、マテリアリティマトリックスを作成重要性評価02

サステナビリティ委員会で、社内関連部門や外部識者と意見交換を
重ね、課題の妥当性や整合性を検証妥当性評価03

取締役会での決議を経て、4つのマテリアリティを特定重要課題の特定04

マテリアリティ見直しプロセス
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